
る
に
値
す
る
｣
と
述
べ
て
第

一
次
国
共
合
作
に
於
け
る
中
共
の
背
信
行
為
に
言
及
L
t
共
産
党
と
国
共
合
作
へ
の
強
い
疑
念
を
表
明
す

る
と
共
に

｢安
内
｣
は

｢
撰
外
｣
に
先
行
す
る
と
論
じ
た
｡

380

中
共
蘇
生
し
'
北
支
緊
迫
す

に
も
拘
ら
ず
,
こ
の
年

盲

に
内
戦
即
ち
掃
共
戦
は
停
止
さ
れ
,
｢あ
と
五
分
間
｣
の
命
か
ら
中
共
は
蘇
生
し
た
o
即
ち

盲

六
日
､

西
安
の
西
北
剃
匪
総
司
令
部
が
廃
止
さ
れ
,
こ
れ
に
よ
っ
て
,
十
年
間
に
及
ぶ
国
共
内
戟
が
事
実
上
停
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

親
日
派
の
外
交
部
長

･
張
群
は
罷
免
さ
れ
,
反
日

･
欧
米
派
の
王
寵
恵
が
就
任
し
た
.
そ
の
結
果
'
張
群
の

｢
孟

抵
抗

二

面
交

渉
｣
の
外
交
路
線
は
､
欧
米
寄
り
に
大
き
-
方
向
転
換
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

前
述
の
如
く

抗
日
路
線
は
必
ず
し
も

一
本
化
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
つ
た
が
'
抗
日
戟
準
備
は
経
済
事
情
の
一
時
的
好
転
も
手
伝

っ
て
,
積
極
的
に
推
進
さ
れ
た
｡

完

三
七
年

(昭
和
十
二
年
)
度
の
国
民
政
府
の
軍
事
費
は
国
家
予
算
の
七

〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
上

り
,
こ
の
巨
額
の
軍
事
費
を
背
景
に
陸
軍
百
七
十
万
人
が
整
理
さ
れ
,
百
万
を
越
え
る
国
民
の
軍
事
訓
練
が
開
始
さ
れ
た
｡
ソ
連
と
中

共
の
術
策
に
の
せ
ら
れ
た
中
国
は
'
俄
然
'
軍
国
主
義
と
戦
争
へ
の
道
を
狂
奔
し
始
め
た
の
で
あ
る
｡

北
支
は
緊
迫
し
た
｡
こ
こ
に
は
宋
哲
元
の
第
二
十
九
軍
十
万
,
東
北
軍
十

嘉

な
ど
四
十
万
の
中
国
軍
が
五
千
の
我
が
支
那
駐
屯
軍

を
包
囲
し
,
更
に
徐
州

･
馳
海
線

1
帯
に
は
,
中
央
軍
三
十
五
万
が
待
機
し
て
北
上
の
機
会
を
窺
っ
て
ゐ
た
｡
他
方
'
各
界
救
国
連
合

会
な
ど
反
日
諸
団
体
の
抗
日
気
運
も
日
を
逐
う
て
激
成
さ
れ
て
行
っ
た
｡
こ
れ
が
産
溝
橋
事
件
発
生
直
前
の
北
支
の
状
況
で
あ
っ
た
｡

中
国
内
戦
を
対
日
戦
争
に
転
化
さ
せ
た

l
大
動
因
と
し
て
の
西
安
事
件
-

そ
れ
は
東
亜
近
代
史
に
於
て
特
筆
大
書
の
意
義
を
有
す
べ

き
事
件
で
あ
っ
た
と
云
へ
る
｡

第
十
三
幸

恵
溝
橋
事
件
の
真
相
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し
め
課
し
合
は
せ
た
発
砲
の
疑
ひ

ペ
イ
ピ
ン

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
夜
十
時
四
十
分
頃
'
北

平

西

方
十
二
キ
ロ
の
産
溝
橋
北
側
の
永
走
河
左
岸
荒
蕪
地
で
演
習
を
終
了
し
た
支
那

駐
屯
軍
歩
兵
第

一
連
隊
第
三
大
隊
第
八
中
隊
に
対
し
て
突
如
数
発
の
銃
弾
が
河
畔
堤
防
の
竜
王
廟
付
近
よ
-
な
さ
れ
た
の
が
所
謂
蓮
溝

橋
事
件
の
発
端
で
あ
る
｡

こ
の
時
'
清
水
節
郎
中
隊
長
'
野
地
第

一
小
隊
長
'
岩
谷
曹
長
､
安
保
分
隊
長
ら
は
'
堤
防
と
産
溝
橋
城
壁
の
中
国
兵
の
間
に
'
懐

中
電
灯
の
点
滅
に
よ
る
信
号
が
交
は
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
目
撃
し
た

(陸
軍
歩
兵
中
尉
野
地
伊
七

｢事
変
発
端
の
思
出
｣
昭
和
十
三
年
七
月

『借

行
社
J
特
報
'
安
保
喜
代
治

｢産
溝
橋
事
件
の
回
想
｣
昭
和
六
十
二
年
五
月

F支
駐
歩
一
会
々
報
』
産
溝
橋
事
件
五
十
周
年
特
集
号
'
支
那
駐
屯
歩
兵

第

一
連
隊

｢産
溝
橋
付
近
戦
闘
詳
報
第

二
号
｣
な
ど
)｡
す
る
と
'
再
び
今
度
は
十
数
発
の
銃
撃
が
我
軍
に
向
つ
て
浴
せ
ら
れ
'
我
軍
は

｢伏
せ
｣
の
姿
勢
で
こ
れ
を
避
け
た
｡

堤
防
と
城
壁
の
間
に
交
信
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
の
事
実
は
頗
る
重
要
で
あ
る
と
思
は
れ
る
｡
何
故
な
ら
ば
'
そ
れ
は
二
つ
の
こ
と

を
示
唆
す
る
か
ら
で
あ
る
｡

一
つ
は
'
堤
防
上
に
ゐ
た
中
国
兵
は
城
内
の
部
隊
と
は
仝
-
無
関
係
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く

城
内
駐
屯

の
少
-
と
も
あ
る
分
子
と
共
謀
関
係
に
あ
り
'
密
接
に
連
絡
し
合
っ
て
ゐ
た
こ
と
｡
二
つ
に
は
'
日
本
軍
に
対
す
る
銃
撃
は
偶
発
的
な

も
の
で
は
な
く
'
予
定
さ
れ
準
備
さ
れ
た
意
図
的
な
犯
行
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
0

銃
撃
を
受
け
た
我
が
中
隊
は
直
ち
に
集
合
し
た
が
'
こ
の
時
'
兵

一
名
が
行
方
不
明
で
あ
る
こ
と
が
分
つ
た

(二
十
分
後
に
こ
の
兵
は

ら
つ
ば

ほ
う
た
い

は
し

帰
隊
し
た
)｡
清
水
中
隊
長
は
岩
谷
曹
長
と

側

臥

兵
の
二
名
を
乗
馬
伝
令
と
し
て

豊

台

に

馳

ら

せ
'

1
木
清
直
大
隊
長
に
事
態
を
報
告
さ

む
た
ぐ
ち

せ
た
｡
更
に
大
隊
長
ら
の
電
話
報
告
を
受
け
た
北
平
の

牟

田

口

廉

也
第

一
連
隊
長
は
'
夜
明
け
を
待
っ
て
産
溝
橋
上
の
中
国
軍
首
長
と

交
渉
す
る
や
う
命
令
し
た
｡
ま
た
連
隊
長
は
北
平
特
務
機
関
に
連
絡
'
特
務
機
関
は
不
拡
大
方
針
に
基
づ
き
'
日
支
双
方
の
代
表
か
ら

成
る
軍
使
を
現
地
に
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
た
｡

軍
使
は
'
中
国
側
は
宛
平
県
長

･
王
冷
斎
'
随
員
と
し
て
巽
察
政
務
委
員
会
の
林
耕
宇
'
特
務
機
関
か
ら
桜
井
徳
太
郎

･
二
十
九
軍

顧
問
と
寺
平
忠
輔
補
佐
官
'
そ
れ
に
北
平
憲
兵
分
隊
長

･
赤
藤
庄
次
少
佐
が
同
行
L
t
牟
田
口
連
隊
長
が
警
備
司
令
官
と
し
て
北
平
に

留
ま
る
た
め
'
そ
の
代
理
人
と
し
て
森
田
徹
中
佐
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
開
門
交
渉
の
た
め
桜
井
顧
問
の
み
直
ち
に
現
地
に
直

行
L
t
軍
使

一
行
は
八
日
午
前
四
時
'
北
平
の
連
隊
本
部
を
出
発
し
た
｡

こ
の
間
'
現
地
清
水
中
隊
は
中
国
側
に
対
し
て

一
発
の
応
射
も
せ
ず
約
二
キ
ロ
東
の
西
五
里
店
に
移
動
し
､
豊
台
を
発
し
た
第
三
大

隊
に
合
流
'
同
大
隊
は

1
文
字
山
を
占
領
し
た
｡
そ
の
直
後
の
三
時
二
十
五
分
'
再
び
竜
王
廟
方
向
よ
り
三
発
の
不
法
射
撃
が
行
な
ほ

れ
た
｡

一
木
大
隊
長
よ
り
再
度
発
砲
の
件
に
つ
き
電
話
報
告
を
受
け
た
連
隊
長
は
'
｢
三
時
二
十
五
分
と
言

へ
ば
既
に
彼
我
の
識
別
が

明
瞭
｣
に
で
き
る
時
刻
で
あ
り
'
日
本
軍
と
知
り
つ
つ
二
度
ま
で
不
法
射
撃
を
加
へ
る
の
は
侮
辱
で
あ
る
と
し
て
戦
闘
開
始
を
許
可
す

る
｡
こ
の
時
'
重
大
命
令
で
あ
る
と
し
て
時
刻
の
確
認
が
な
さ
れ
た
｡
四
時
二
十
分
で
あ
っ
た
｡
以
て
我
軍
の
軍
律
の
厳
し
さ
を
知
る

べ
き
で
あ
ら
う
｡
西
五
里
店
か
ら

一
文
字
山
へ
戻
る
途
中
'
大
隊
長
は
北
平
よ
り
車
で
来
た
中
国
第
二
十
九
軍
顧
問

･
桜
井
徳
太
郎
少

佐
と
出
会
ひ
'
秦
徳
純

(北
平
市
長
･
第
二
十
九
軍
副
軍
長
)
が
桜
井
に

｢
中
国
兵
は
産
溝
橋
城
の
外
に
は

一
兵
も
居
な
い
｡
発
砲
し
た

の
は
匪
賊
か
も
知
れ
な
い
｡
城
外
に
居
る
者
は
自
由
に
攻
撃
し
て
よ
い
｣
と
語
っ
た
こ
と
を
聞
か
さ
れ
る
｡

我
軍
七
時
間
の
隠
忍
自
重

こ
の
や
う
な
状
況
下
で

l
木
大
隊
が
竜
王
廟
付
近
の
中
国
兵
に
対
し
て
攻
撃
を
開
始
せ
ん
と
し
た
時
'
先
刻
の
軍
使

1
行
が

1
文
字

383 第13章 亜溝橋事件の真相



山
に
到
着
'
連
隊
長
代
理
と
し
て
同
行
し
て
い
た
森
田
徹
中
佐
は
歩
兵
砲
隊
長

･
久
保
田
大
尉
に
対
し
'
弾
薬
の
装
填
禁
止
を
命
じ

た
｡
森
田
中
佐
は
,
軍
使
出
発
後
に
連
隊
長
が

云

大
隊
長
に
電
話
で
与

へ
た
戦
闘
許
可
を
知
ら
ず
,
連
隊
長
代
理
と
し
て
不
拡
大
方

油

針
で
支
那
側
と
交
渉
に
当
ら
ん
と
し
た
の
で
あ
る
｡
し
か
し
久
保
田
大
尉
は
直
属
上
官
た
る
大
隊
長
の
命
令
に
忠
た
ら
ん
と
決
意
し
､

部
下
に
装
填
を
命
じ
'
砲
撃
命
令
を
下
し
た
｡
こ
の
時
森
田
中
佐
は
'
正
に
火
を
境
か
ん
と
す
る
歩
兵
砲
の
前
に
身
を
挺
し
て
発
砲
を

阻
止
し
た
｡
(支
那
駐
屯
歩
兵
第
1
連
隊

｢産
溝
橋
付
近
戦
闘
詳
報
第
l
号
｣'
寺
田
浄

F第

1
戦
の
見
た
産
溝
橋
事
件
記
'
日
比
野
士
郎

二

軍
人

の
生
涯
｣
)
身
を
以
て
危
局
を
政
は
ん
と
し
た
の
で
あ
る
｡

因
に
森
田
中
佐
は
昭
和
七
年
第

一
次
上
海
事
変
の
時
の
爆
弾
三
勇
士
の
指
揮
官
で
あ
り
t
の
ち
昭
和
十
四
年
八
月
'
ノ
モ
ン
ハ
ン
の

戦
闘
で
戦
死
し
た
｡
そ
の
勇
猛
果
敢
で
知
ら
れ
た
森
田
中
佐
に
し
て
こ
の
通
り
｡
現
地
日
本
軍
の
不
拡
大
へ
の
誠
意
は
か
く
の
如
く
で

あ
っ
た
｡

大
隊
長
は
'
森
田
中
佐
の
諒
解
を
得
る
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
考

へ
'
攻
撃
を
中
止
し
て
部
隊
に
朝
食
を
取
ら
せ
た
｡
こ
の

時
､
軍
使

一
行
は
'
産
溝
橋
城
内
で
金
振
中
骨
長

(大
隊
長
に
当
る
)
と
交
渉
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
｡

き
よう
だ

然
る
に
我
軍
の
攻
撃
中
止
を
怯
情
と
誤
っ
た
竜
王
廟
の
中
国
兵
は
'
俄
然
'
我
軍
に
猛
射
を
浴
び
せ
て
き
た
｡
事
こ
こ
に
至
っ
て
我

軍
も
遂
に
反
撃
の
火
蓋
を
切
っ
た
｡
時
ま
さ
に
七
月
八
日
午
前
五
時
三
十
分
｡
最
初
の
不
法
射
撃
を
受
け
て
か
ら
実
に
七
時
間
'

一
発

の
応
射
も
せ
ず
隠
忍
自
重
を
堅
持
し
た
我
軍
で
あ
っ
た
が
'
攻
撃
に
移
る
や
忽
ち
竜
王
廟
の
敵
を
撃
滅
L
t
永
走
河
右
岸
に
進
出
し
た
｡

こ
の
戦
闘
で
敵
兵
の
遺
体
を
調
査
し
た
結
果
'
手
帳
が
発
見
さ
れ
'
そ
の
中
に
直
系
上
官
名
と
し
て
'
第
二
十
九
軍
長

･
宋
哲
元
'

ひ
よう
ち
あ
ん

二う
しやく
く
ん

第
三
十
七
師
長
･

鴻

治

安

'
第
百
十
族
長

･
何
基
淫
へ
第
二
百
十
九
団
長

･
書
星
文
'
第
三
官
長

･
金
振
中
､
第
十

一
連
長
･
秋

錫

訓

の
名
が
記
さ
れ
て
居
り
'
紛
れ
も
な
-
二
十
九
軍
正
規
兵
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
｡
｢
城
外
に
中
国
兵
は

一
兵
も
居
な
い
｣

と
い
ふ
秦
徳
純
の
断
言

(城
内
の
交
渉
で
金
振
中
も
同
じ
こ
と
を
確
言
し
た
)
は
嘘
だ
つ
た
の
だ
｡

以
上
は
産
溝
橋
事
件
勃
発
時
の
概
況
で
あ
る
が
'
不
法
発
砲
者
が
日
中
い
づ
れ
の
側
の
仕
業
で
あ
る
か
自
づ
か
ら
明
ら
か
で
あ
ら
う
｡

我
が
部
隊
の
七
時
間
に
わ
た
る
隠
忍
自
重
は
我
方
に
開
戦
意
図
が
全
-
な
か
っ
た
こ
と
を
立
証
す
る
も
の
で
あ
る
｡
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